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専修学校学生・生徒数が３年連続増加
　文部科学省より平成２４年５月１日現在の学校基本調査速

報が公表された。今回の調査で専修学校は、学校数は前年

度に比べ１９校減少し３,２４７校、また在籍者数は前年度に比

べ５,０６８人増加し６５０,９０２人であった。

　また、今春の高等学校卒業者１,０５３,２５５人のうち、専門学

校への進学者は前年度より５,０２９人増えて１７７,０６１人となり、

進学率は前年度より０.６ポイント上昇して１６.８％。３年連続

のアップとなった。なお、今春の高卒者のうち大学（学

部）への進学率は前年度と同じ４７.６％（５０１,２５２人）、また就

職者の割合は０.５ポイント上昇して１６.８％（１７６,９４３人）とな

った。

　専修学校、各種学校についての主な速報値は次のとおり。

【専修学校】

◆学校数　全体では３,２４７校（国立１０校、公立１９９校、私立

３,０３８校）で、前年度より１９校減少している。

　都道府県別の学校数は、東京都４１９校、大阪府２３６校、北

海道１８０校、愛知県１７６校、福岡県１７０校の順で多い。

　課程別では、専門課程を置く学校は８校増加して２,８４５

校、高等課程を置く学校は８校減少して４５１校、一般課程

を置く学校は３校増加して１９１校（課程併設校あり）。

◆学生・生徒数　全体では６５０,９０２人（男子２９２,３４６人、女子

３５８,５５６人）となり、前年度比５,０６８人（０.８％）の増加。３

年連続の増加となった。

　課程別では、専門課程は４,３２９人（０.７％）増加して
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５７８,４８１人、高等課程は８５４人（２.２％）増加して３９,７１９人、

一般課程は１１５人（０.４％）減少して３２,７０２人。

　分野別では、医療２１５,５１９人、文化・教養１３９,９４６人、衛生

８０,９３４人、工業８０,２５２人、商業実務６７,１１２人、教育・社会福

祉４１,８０６人、服飾・家政２０,３８５人、農業４,９４８人。

　全体の学科別で増加が目立つのは、歯科衛生３,０７５人、

法律行政１,４２６人、看護１,４１４人、教員養成１,２６２人、ビジネ

ス１,１０３人、動物９５４人、家政９４１人、保育士養成９１８人など。

減少傾向が見られたのは、教育・社会福祉その他１,４９３人、

介護福祉１,４１１人、商業実務その他１,１７７人など。

◆入学者数　全体で３１３,５９７人となり、前年度比で１,２２６人

（０.４％）増加した。

　専門課程への入学者数は２６４,３４３人で、前年度より７２５人

増加した。このうち、本年３月に高等学校等を卒業した者

は１８６,３７０人であり、入学者数に占める割合は７０.５％である。

　専門課程入学者のうち大学等の卒業者数は、２２,２５０人で

あり、内訳は大学卒業者１７,６７６人、短大卒業者３,９２５人、高

等専門学校卒業者６４９人。入学者全体に占める割合は８.４％

である。

　また、高等課程への入学者数は１７,４４８人で前年度より

４７３人増加している。このうち、本年３月に中学校等を卒

業した者は８,９３６人であり、入学者に占める割合は５１.２％で

ある。

◆卒業者数　全体では２６７,６０９人となり、前年度より１,５７４

人増加している。

◆教員数　教員数は１４８,３８１人〔本務者４０,４０３人（高等課程

２,８５０人、専門課程３６,２３６人、一般課程１,３１７人）、兼務者

１０７,９７８人〕で、前年度より１,４７９人増加している。教員一

人当たりの学生・生徒数は前年度と同じく４.４人となってい

る。

【各種学校】

◆学校数　１,３９３校（公立９校、私立１,３８４校）で、前年度

より３３校減少している。

　都道府県別の学校数は、東京都１６３校、愛知県９６校、兵

庫県９１校、三重県６０校の順で多い。

◆生徒数　１２０,１７９人（男子６１,３８３人、女子５８,７９６人）で、

前年度より２,４５７人（２.０％）減少している。

　都道府県別にみると、東京都２２,５６３人、愛知県１３,２８２人、

大阪府９,５８９人、兵庫県８,２４３人の順で多い。

　分野別では、その他分野（予備校・自動車操縦等）は

７８,６２４人、文化・教養は１６,２１２人、商業実務は１２,２５６人、医

療は８,３４４人、家政は３,４９８人、衛生は６５４人、工業は３５８人、

教育・社会福祉は１７３人、農業は６０人。
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　文部科学省「専修学校の質保証・向上に関する調査研究

協力者会議」は７月から９月にかけて３回開催され、次の

内容にて説明・議論が行われた（第１回会議は前号掲載）。

■第２回（７月３日）

　「専修学校の質保証・向上に関する具体的な方策につい

て」をテーマに次の２名の委員から意見発表がなされた。

　〇吉本圭一委員：「専門学校における教育・教員・卒業

生からみた質保証」

　〇関口正雄委員：「私立専門学校等評価研究機構の評価項

目について－専門学校の特色を活かす自己点検・自己

評価のガイドライン作成に向けて」

　意見発表の後、文科省が「専修学校における学校評価・

情報公開の在り方について（主な論点例）」を説明し、意

見発表や論点例等について全体討議を行った。

■第３回（８月３日）

　引き続き「専修学校の質保証・向上に関する具体的な方

策について」をテーマに次の２名の委員等から意見発表が

なされた。

　〇小川明治氏（名古屋工学院専門学校校長）：「高等専修

学校の特色を活かす学校評価の在り方」

　〇市橋康伸委員：「専修学校における質向上の取組みにつ

いて－学校評価制度を中心に－」

　意見発表の後、文科省が前回の全体討議を踏まえた「専

修学校における学校評価・情報公開の在り方について（主

な論点例）」を説明し、意見発表や論点例等について全体

議論を行った。

■第４回（９月１１日）

　最初に文科省が資料「平成２５年度専修学校関係概算要求

等について」に基づき概要を説明、引き続き「専修学校の

質保証・向上に関する具体的な方策について」をテーマに、

これまでの全体討議等を踏まえた「専修学校における学校

評価等の在り方について（論点）」として、『専修学校にお

ける学校評価ガイドライン（骨子）』、『専修学校における学

校評価・情報公開の在り方について（論点案）』、『専修学

校における学校評価・情報公開のイメージ（案）』、『専修

学校における自己評価・学校関係者評価の進め方のイメー

ジ例（案）』及び『専修学校の評価項目・指導等を検討する

際の視点となる例』を説明した。

　資料説明の後、学校評価・学校関係者評価・第三者評価

の定義や体制等の在り方、専修学校らしい評価項目、設置

者への報告の位置付け、ガイドラインの性格等について全

体討議を行った。

　今後は、１０月に第５回会議を開催し、秋頃を目途に「中

間まとめ」を公表して関係者から意見聴取等を行い、年内

中のガイドライン策定を目指すとしている。

　なお、第４回で配布された「専修学校における学校評価

ガイドライン（骨子：イメージ）」の概要は次のとおり。

１．専修学校における学校評価

（１）背景・現状・課題／（２）目的、定義等（自己評価・学

校関係者評価・第三者評価の関係等の整理を含む）／

（３）期待される効果

２．専修学校における学校評価の実施・公表

（１）自己評価・学校関係者評価／（２）第三者評価／

（３）評価結果の公表・活用／（４）学校評価の設置者等

への報告と支援・改善／（５）国・都道府県の役割等

３．積極的な情報提供

（１）積極的な情報提供の促進／（２）教育活動の情報公

開

【参考】

　学校評価に係る制度等関係資料／自己評価・学校関係者

評価の評価項目・指標等の参考／第三者評価の評価項目・

留意点／情報提供の例／参考データ・規定等

北見市：ホテル黒部　参加者約９０名）

○北関東信越ブロック会議（８月２１日（火）茨城県・ホテル

レイクビュー水戸　参加者約２１０名）

○四国ブロック会議（８月２３日（木）～２４日（金）高知県・三

翠園　参加者約８０名）

○中部ブロック会議（８月２４日（金）愛知県・名古屋ガーデ

ンパレス　参加者約１３０名）

○東北ブロック会議（９月１３日（木）秋田県・秋田キャッス

ルホテル　参加者約１２０名）

　今年も、以下のブロック会議が開催されました。詳細に

つきましては、全専各連ホームページ内の〔広報全専各連

プラスＷＥＢ〕に掲載いたします。

○中国ブロック会議（７月１０日（火）山口県・山口グランド

ホテル　参加者約１５５名）

○近畿ブロック会議（７月１２日（木）大阪府・大阪ガーデン

パレス　参加者約１４５名）

○九州ブロック会議（７月２６日（木）～２７日（金）長崎県・ハ

ウステンボスホテルヨーロッパ　参加者約１３９名）

○北海道ブロック会議（８月２日（木）～３日（金）北海道・

平成２４年度ブロック会議開催状況

文科省「専修学校の質保証・向上に関する調査研究協力者会議」報告
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〇中部ブロック

　中村　　徹　氏（静岡県・静岡福祉医療専門学校）

〇四国ブロック

　山�　博通　氏（香川県・専門学校禅林学園）

〇九州ブロック

　中村　　哲　氏（福岡県・中村調理製菓専門学校）

〇東北ブロック

　齋藤　正典　氏（山形県・酒田調理師専門学校）

〇北関東信越ブロック

　鈴木　良治　氏（栃木県・国際情報ビジネス専門学校）

〇南関東ブロック

　岡本比呂志　氏（埼玉県・中央情報専門学校）

新任ブロック長のお知らせ

Ｊ検　情報検定　受験状況・結果

　９月７日、文部科学省は平成２５年度予算概算要求を取り

まとめた。専修学校関係概算要求の中で、主な事項は【国

家戦略としての人材養成プロジェクト等の推進（１）中核

的専門人材の養成○成長分野等における中核的専門人材養

成の戦略的推進：拡充要求額１,７９９百万円（２４年度当初予算

額４７９百万円）※重点要求】、【専修学校の教育基盤の整備○

私立学校施設整備費補助金：拡充要求額１,４１５百万円（２４年

度当初予算３９７百万円）対象：学校法人・準学校法人立の

専修学校（専門課程、高等課程）。事業メニュー：教育装

置・学内ＬＡＮ装置、耐震補強〔拡充〕、防災機能強化〔新

規〕、バリアフリー推進〔新規〕、太陽光発電〔新規〕、エ

コ改修〔新規〕】。詳細は、全専各連ホームページ内の〔広

報全専各連プラスＷＥＢ〕に掲載。

小林会長より指名があった。

　新学校制度創設推進本部・本部長：小林光俊（東京都・

日本福祉教育専門学校）、担当副会長：岡本比呂志、総務

委員会・委員長：関口正雄（東京都・東京メディカル・

スポーツ専門学校）、組織委員会・担当副会長：吉田松

雄、委員長：平田眞一（岡山県・中国デザイン専門学校）、

財務委員会・担当副会長：中村哲、委員長：秋葉英一（千

葉県・千葉情報経理専門学校）。（敬称略）

　９月２０日の役員改選後第１回の全専各連常任理事会に

おいて、小林光俊会長より提案のあった副会長が承認さ

れた。

　筆頭副会長：福田益和（大阪府・大阪工業技術専門学

校）、副会長：吉田松雄（北海道・吉田学園情報ビジネ

ス専門学校）、中島利郎（群馬県・中央情報経理専門学

校）、岡本比呂志（埼玉県・中央情報専門学校）、中村哲

（福岡県・中村調理製菓専門学校）。（敬称略）

　また、特別委員会及び常置委員会の委員長についても、

全専各連　副会長・委員長等人事

　副会長：千葉茂（東京都・日本工学院専門学校）、中村

徹（静岡県・静岡福祉医療専門学校）、中西義裕（愛知県・

名古屋製菓専門学校）、重里徳太（大阪府・日本分析化学専

門学校）、平田眞一（岡山県・中国デザイン専門学校）

　８月に開催された全国学校法人立専門学校協会の理事会

において副会長が選出された。（敬称略）

文部科学省　平成２５年度　専修学校関係概算要求

全専協　副会長人事

　６月１７日に文部科学省後援・情報検定（Ｊ検）情報活用

試験（前期）が下記のとおり実施された。受験状況・結果

は次のとおり。

●ペーパー方式
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　出願団体数　　　　　　　　　 ６９団体

　会場数　　　　　　　　　　　 ７３会場

　３級　　　出願者数　　 １,５６０名

　　　　　　受験者数　　 １,４５９名

　　　　　　合格者数　　 １,１４８名

　　　　　　合格率　　　　 ７８.７％

　２級　　　出願者数　　　 ２,１９４名

　　　　　　受験者数　　 ２,０３１名

　　　　　　合格者数　　 １,２９３名

　　　　　　合格率　　　 ６３.７％

　１級　　　出願者数　　　 １,１２１名

　　　　　　受験者数　　 １,００４名

　　　　　　合格者数　　　 ４３１名

　　　　　　合格率　　　 ４２.９％

●ＣＢＴ方式（平成２４年４月１日～平成２４年８月３１日）

出願団体数　　　　　 ６７団体

出願者数　　　　　 ２,９３３名

情報活用試験　

　３級　　　出願者数　　 ５６５名

　　　　　　受験者数　　　 ５６５名

　　　　　　合格者数　　　 ４４４名

　　　　　　合格率　　　　 ７８.６％

　２級　　　出願者数　　 １,３８７名

　　　　　　受験者数　　 １,３８７名

　　　　　　合格者数　　　 ９５４名

　　　　　　合格率　　　 ６８.８％

　１級　　　出願者数　　　 ９８１名

　　　　　　受験者数　　　 ９８１名

　　　　　　合格者数　　　 ６６０名

　　　　　　合格率　　 ６７.３％

　７月１日（日）に文部科学省後援第３２回ビジネス能力検

定（Ｂ検）が実施された。

　出願団体数　  ２５５団体

　会場数　　　  ２２１会場

　出願総数　　  １６,２５８名

　■　３級　　

　出願者数　　　  １３,６６６名

　受験者数　　　  １２,７１１名

　合格者数　　　  １０,９４７名 合格率８６.１％

　■　２級

　出願者数　　　　  ２,５９２名

　受験者数　　　　  ２,３２０名

　合格者数　　　　  １,００２名 合格率４３.２％

Ｂ検　ビジネス能力検定　受験状況・結果

用されております。

　本年度も関係諸官庁、各専修学校等のご協力を得て、

９月に刊行し、高等学校進路指導部等の関係部署に送付

いたしました。

　刊行に当たりまして、ご協力をいただきました皆様に、

厚く御礼を申し上げ、今後ともご協力を賜りますよう、

何卒よろしくお願い申し上げます。

　本財団では、専修学校制度発足以来、文部科学省、各

都道府県学事所管部課をはじめ、関係所轄庁のご協力を

得て、全国国公私立の専修学校すべてを網羅した「全国

専修学校総覧」を刊行し、そのデータの正確性から高等

学校における進路指導資料として、また官公庁や公的機

関における準拠資料、各企業の調査資料として幅広く活

平成２５年版　全国専修学校総覧刊行のお知らせ

平成２４～２５年度　年間予定日程
●都道府県協会等代表者会議

　平成２４年１１／３０（金）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全専各連第１１６回理事会・全国学校法人立専門学校協会理

事会合同会議

　平成２５年２／２１（木）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全専各連第６２回定例総会・第１１７回理事会

　平成２５年６／２４（月）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全国学校法人立専門学校協会定例総会・理事会

　平成２５年６／２５（火）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

＜平成２４年度ブロック会議＞

●南関東ブロック会議

　平成２４年１０／１９（金）

　山梨県・ベルクラシック甲府

＜財団会議＞

●第１０９回理事会

　平成２４年１０／２４（水）
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　東京都・アルカディア市ヶ谷

●第１１０回理事会・第７０回評議員会

　平成２５年３／１９（火）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

＜その他会議＞

●平成２５年度事務担当者会議

　平成２５年４／１９（金）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

＜検定試験＞

●文部科学省後援・情報検定（Ｊ検）

　◇平成２４年度後期試験

　【情報活用】平成２４年１２／９（日）

　【情報システム】平成２５年２／１０（日）

　◇ＣＢＴ試験

　【情報活用・情報システム・情報デザイン】

　実施期間：随時

　※情報デザインは、ＣＢＴ方式のみで実施。

●文部科学省後援・ビジネス能力検定（Ｂ検）

　◇第３３回

　　【１級１次・２級・３級】平成２４年１２／２（日）　

　　【１級２次】平成２５年２／３（日）・２／１０（日）

＜研修会＞

●管理者研修会

　◇福岡会場・福岡ガーデンパレス

　平成２４年１０／１２（金）

●中堅教員研修カリキュラム実証講習会

　平成２４年１２／３（月）～４（火）

　東京都・都市センターホテル

＜その他＞

●第６７回全国私立学校審議会連合会総会

　平成２４年１０／２５（木）～２６（金）

　鹿児島県・城山観光ホテル

　東日本大震災により被害を受けた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。

　日本政策金融公庫（国民生活事業）は、「国の教育ローン」につきまして、震災により被害を受けた皆さまに対して、

貸付利率の引下げなどの「災害特例措置」を実施しています

　お問い合わせは、教育ローンコールセンター　０５７０－００８６５６（又は０３－５３２１－８６５６）

日本政策金融公庫（国の教育ローン）「災害特例措置」のご案内

○全国専門学校日語教育協会定例総会

○特定非営利法人全国美術デザイン専門学校教育振興会

○全国専門学校リハビリテーション協会定例総会

○全国工業専門学校協会定例総会

■イベント・研修会

＜財団主催研修会＞

○やる気の根っこ活用研修会

○キャリア・サポーター養成講座（東京・大阪）

＜部会・関係団体等主催＞

○全国高等専修学校体育大会

○全国高等専修学校協会教職員・管理者研修会

○日本留学フェア（台湾・韓国）

　詳細は全専各連ホームページ〔広報全専各連〕→プラス

ＷＥＢよりご覧いただけます。

http://www.zensenkaku.gr.jp/koho

■平成２４年度専修学校関係委託事業採択一覧

■平成２５年度専修学校関係概算要求

■ブロック会議概要報告（中国、近畿、九州、北海道、北

関東信越、四国、中部、東北）

■分野別専門部会総会

○公益社団法人全国経理教育協会定例総会

○（社）全国珠算学校連盟定例総会

○全国語学ビジネス観光教育協会定例総会

○全国予備学校協議会定例総会

広報全専各連プラスＷＥＢ掲載記事一覧

心配な点は都道府県所管課等とご相談ください。

　本件に関わる通知等は全専各連ホームページにてご覧

いただけます。

　募集要項等に、３月３１日までに入学辞退の意思表明を

した者に授業料等を返還することを明記してあるか、不

適切な記載がないかも併せ、改めてご確認ください。ご

会員校の皆様へ
～３月３１日までに入学を辞退した者に対する授業料等の取扱いについて～
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※2013年度から試験制度を改定します。内容は、順次ホームページ等でご案内します。 

■第33回試験日／平成24年12月2日（日） 
■出願期間／9月1日（土）～10月23日（火） 
■実施級・受験料／1級（6,000円）・2級（3,800円）・3級（2,800円） 

CBT方式のみ�
　　詳細はＪ検HPを参照下さい。�

「基本スキル」、情報デザイン試験「初級」「上級」です。�

◇「併願受験」をサポートするプランも実施中です。�
　不合格、または欠席となった科目は1年間合格するまで何度でも受験できます。�
　（団体のみ対象。登録資格はwebにてご確認ください。）�

平成２４年度後期�

平成２４年度後期�

平成２５年２月１０日（日）�

平成２４年１２月９日（日）�
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�．疾病補償型学生新補償制度
　傷害治療にともなう諸費用（治療実費、交通費、差額ベッド代等）や全疾病を２４時間補償し、学校の保証人に生じた疾
病を含む災害を補償することにより、複雑化した社会のニーズに対応できる内容です。

�．常勤・非常勤教職員新補償制度　Ｎｅｗ
　教職員新補償保険は、常勤職員および非常勤職員の業務従事中（国内外を問いません）のケガ、または特定疾病による
死亡、後遺障害、入院、通院について補償（通勤途上を含みます）する制度です。また、常勤・非常勤職員が業務を原因
として損害賠償を求められ、負担する損害に対し保険金をお支払いします。
　また、使用者賠償責任保険は、従業員の労働災害について、被災従業員もしくは遺族から損害賠償請求を受け、貴校が
負担する損害賠償金等をお支払いします。

�．リスク評価対応型火災保険　Ｎｅｗ
　一定規模の施設に対し物件調査をすることによるリスク評価割引等により当社比最大５０％の割引が適応可能となります。

認定事務局　株式会社　ジャパン・プロテクト・システムズ　� 　０１２０－３９６－３９０
　　　　　　大阪事務局：〒５４２－００１２　大阪市中央区谷町９丁目１－２２　ＮＫ谷町ビル
　　　　　　東京事務局：〒１０７－００５２　東京都港区赤坂４丁目８－２０　ＡＳＯビル４Ｆ

引受保険会社（保険についてのお問い合わせ）
エース損害保険株式会社　〒１５３－００６４　東京都目黒区下目黒１－８－１アルコタワー
　　　　　　　　　　　　Ｔｅｌ：０３－５７４０－０６００（代）　　［Ｌ１０１０８８３］
三井住友海上火災保険株式会社　堺支店堺第一支社　〒５９０－０９５２
　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府堺市堺区市之町東６－２－９　三井住友海上ビル４Ｆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔｅｌ：０７２－２２２－６３０１　ＦＡＸ：０７２－２２３－４４９７
日新火災海上保険株式会社　堺支店　〒５９０－００６３　大阪府堺市堺区中安井町３－２－１３
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔｅｌ：０７２－２３８－１９８５
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